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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善と設備投資の増加により全体では緩やかに回

復基調をたどりましたが、中国及び新興国経済の成長見通しが鈍化するなど、先行きの見通しに不透明感が高まる

状態となりました。 

 このような事業環境の中、当社グループは今年度、中期経営計画の最終年度を迎え、引き続き「創エネ・蓄エ

ネ・省エネ」に貢献できる『エネルギー・ソリューション・カンパニー』を目指し、社会に価値あるパワーエレク

トロニクス製品の拡販に取り組んでおります。 

 当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、半導体事業は主力の一般モジュール等が前年同期比で減収と

なり、電源機器事業は一般電源で評価用大型設備電源等の納入により増収となりました。これらの結果、売上高は

109億４千３百万円（前年同期比9.9％増加）となりました。 

 利益につきましては、営業利益は10億３千２百万円（前年同期比36.9％増加）、経常利益は10億１百万円（前年

同期比32.2％増加）、親会社株主に帰属する四半期純利益は７億２千８百万円（前年同期比34.1％増加）となりま

した。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（a）半導体事業

 当事業におきましては、海外需要のウエイトが高まっているなか、主力の一般モジュールでインバータ（特にエ

レベーター用、掘削ポンプ用）が原油安や中国の景気減速によるインフラ投資が低迷した影響を受け、減収となり

ました。 

 これらの結果、当事業の売上高は32億７百万円（前年同期比9.0％減少）となり、セグメント利益は減収及び固

定費の増加等により７千万円（前年同期比80.3％減少）となりました。 

 

（b）電源機器事業 

 当事業におきましては、一般電源では上述の評価用大型設備電源等が牽引し、売上高が23億４千３百万円（前年

同期比115.3％増加）と大幅に増加したほか、金属表面処理用電源が海外の電子部品向けで堅調に推移し売上高が

12億９千５百万円（前年同期比11.7％増加）となりました。 

 一方、インバータでは太陽光パワーコンディショナにおいて小型品の販売が終息に向かっていることにより減収

となったことや主力の大型においてもユーザー側の設置工事の遅延等により、売上高は18億１千５百万円（前年同

期比17.2％減少）と伸び悩みました。 

 これらの結果、当事業の売上高は77億３千６百万円（前年同期比20.2％増加）となり、セグメント利益は増収に

より９億６千２百万円（前年同期比142.8％増加）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度に比べ４億３千３百万円減少し、275億７千３百万円

となりました。これは主に退職給付に係る資産が５千４百万円が増加したものの、受取手形及び売掛金が４億２千

７百万円減少したことによるものであります。

 当第２四半期連結会計期間末の負債合計は前連結会計年度に比べ10億３千８百万円減少し、83億４百万円となり

ました。これは主に買掛金が１億６千７百万円、未払法人税等が３億６千４百万円減少したことによるものであり

ます。

 当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は前連結会計年度に比べ６億４百万円増加し、192億６千９百万円と

なりました。これは主に利益剰余金が５億７千９百万円増加したことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年３月期通期の連結業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、平成27年５月８日に公表いたし

ました業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日（平成27年11月５日）に公表いたしました「業績

予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（4）、連結会計基準第44－５項（4）及

び事業分離等会計基準第57－４項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,204 6,153 

受取手形及び売掛金 8,093 7,666 

商品及び製品 2,581 3,137 

仕掛品 970 883 

原材料及び貯蔵品 1,104 1,158 

繰延税金資産 502 460 

その他 485 422 

貸倒引当金 △16 △15 

流動資産合計 19,927 19,867 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,228 3,099 

機械装置及び運搬具（純額） 1,255 1,082 

土地 2,297 2,251 

建設仮勘定 60 12 

その他（純額） 356 342 

有形固定資産合計 7,198 6,788 

無形固定資産    

その他 413 400 

無形固定資産合計 413 400 

投資その他の資産    

投資有価証券 164 142 

繰延税金資産 68 70 

退職給付に係る資産 191 246 

その他 61 75 

貸倒引当金 △17 △18 

投資その他の資産合計 468 517 

固定資産合計 8,080 7,706 

資産合計 28,007 27,573 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 3,865 3,698 

短期借入金 1,832 1,836 

未払費用 623 614 

未払法人税等 598 233 

賞与引当金 570 531 

未払金 982 707 

その他 451 263 

流動負債合計 8,923 7,885 

固定負債    

退職給付に係る負債 5 5 

未払役員退職慰労金 388 388 

その他 24 24 

固定負債合計 418 418 

負債合計 9,342 8,304 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,774 2,774 

資本剰余金 2,698 2,698 

利益剰余金 12,364 12,944 

自己株式 △4 △4 

株主資本合計 17,832 18,412 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 60 45 

為替換算調整勘定 709 722 

退職給付に係る調整累計額 62 89 

その他の包括利益累計額合計 832 857 

純資産合計 18,665 19,269 

負債純資産合計 28,007 27,573 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 9,961 10,943 

売上原価 7,234 8,018 

売上総利益 2,727 2,924 

販売費及び一般管理費 1,973 1,892 

営業利益 754 1,032 

営業外収益    

受取利息 3 3 

受取配当金 8 7 

受取賃貸料 6 7 

為替差益 50 － 

デリバティブ評価益 － 17 

その他 13 8 

営業外収益合計 82 43 

営業外費用    

支払利息 15 11 

支払手数料 1 5 

為替差損 － 54 

デリバティブ評価損 61 － 

その他 0 2 

営業外費用合計 78 74 

経常利益 757 1,001 

特別利益    

固定資産売却益 0 15 

特別利益合計 0 15 

特別損失    

固定資産廃棄損 5 4 

特別損失合計 5 4 

税金等調整前四半期純利益 753 1,012 

法人税、住民税及び事業税 75 247 

法人税等調整額 133 35 

法人税等合計 209 283 

四半期純利益 543 728 

親会社株主に帰属する四半期純利益 543 728 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 543 728 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 7 △14 

為替換算調整勘定 65 13 

退職給付に係る調整額 2 26 

その他の包括利益合計 75 24 

四半期包括利益 619 753 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 619 753 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 753 1,012 

減価償却費 545 496 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9 △0 

賞与引当金の増減額（△は減少） △117 △39 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △29 △0 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） － △15 

受取利息及び受取配当金 △11 △10 

支払利息 15 11 

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △15 

固定資産廃棄損 5 4 

売上債権の増減額（△は増加） 2,204 444 

たな卸資産の増減額（△は増加） △318 △522 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,036 △164 

その他 73 △252 

小計 2,071 948 

利息及び配当金の受取額 11 10 

利息の支払額 △16 △11 

法人税等の支払額 △766 △615 

法人税等の還付額 0 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,301 331 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △1,546 △206 

有形及び無形固定資産の売却による収入 0 97 

無形固定資産の取得による支出 △71 △113 

その他 △0 0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,618 △222 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の増減額（△は減少） 1,083 － 

リース債務の返済による支出 △1 △0 

自己株式の取得による支出 △0 － 

配当金の支払額 △119 △149 

財務活動によるキャッシュ・フロー 961 △149 

現金及び現金同等物に係る換算差額 76 △9 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 722 △50 

現金及び現金同等物の期首残高 5,212 6,204 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,934 6,153 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

四半期連結損益 
計算書計上額 

  半導体事業 電源機器事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 3,525 6,436 9,961 － 9,961 

セグメント間の内部売上
高又は振替高 

－ － － － － 

計 3,525 6,436 9,961 － 9,961 

セグメント利益 357 396 754 － 754 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

四半期連結損益 
計算書計上額 

  半導体事業 電源機器事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 3,207 7,736 10,943 － 10,943 

セグメント間の内部売上
高又は振替高 

－ － － － － 

計 3,207 7,736 10,943 － 10,943 

セグメント利益 70 962 1,032 － 1,032 

 

２．事業セグメントの利益又は損失の測定方法の変更

 第１四半期連結会計期間より、各セグメントの経営成績の実態をより的確に把握することを目的に販売費

及び一般管理費の配賦方法を変更しております。

 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間の事業セグメントの利

益又は損失の測定方法に基づき、作り直したものを記載しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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